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最
初
に
報
告
を
行
っ
た
イ

ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
部
会
は
、

先
進
的
な
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
通
じ
て
、
情
報
技

術
を
活
用
し
た
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
領
域
で
の
可
能

性
に
つ
い
て
よ
り
深
い
知
見

を
得
る
こ
と
を
目
標
に
２
０

２
１
年
11
月
に
活
動
を
開
始

し
た
組
織
。
現
在
、
８
社
10

人
が
所
属
し
、
原
則
と
し
て

月
に
１
度
定
例
会
を
開
催
し

て
い
る
。

　
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
の
山

岸
正
樹
部
会
長
の
司
会
の

下
、
Ａ
Ｉ
査
定
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
断
、
医
的
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
、
Ａ
Ｉ
名
寄
せ
、
生
保

向
け
先
進
的
基
幹
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
部
会

メ
ン
バ
ー
が
報
告
を
行
い
、

定
例
会
で
の
議
論
の
内
容
を

披
露
し
た
。
最
後
に
山
岸
氏

が
「
保
険
業
界
に
限
ら
ず
参

考
に
な
る
事
例
を
対
象
と
し

て
い
る
の
で
、
当
部
会
の
趣

旨
に
沿
う
よ
う
な
先
進
的
な

企
業
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
紹
介
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
講
習
会
Ａ
で
は
中
道
氏
が

「
疾
病
・
医
療
・
保
険
の
行

方
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

１
９
９
５
年
に
保
険
会
社
に

入
社
し
、
98
年
か
ら
査
定
を

始
め
た
同
氏
は
、
当
時
を

「
紙
の
時
代
」
と
総
括
し
、

医
学
情
報
の
ソ
ー
ス
は
主
に

書
籍
だ
っ
た
と
振
り
返
っ

た
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
急
速
に
普
及
し
、
一

般
の
人
も
含
め
、
医
学
情
報

を
迅
速
・
容
易
に
収
集
で
き

る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で

「
医
学
知
」
が
底
上
げ
さ
れ

た
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
「
健
康
」
に
対
す

る
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
も

触
れ
、
１
９
４
６
年
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
健
康
憲
章
で
は
、
「
健

康
と
は
、
疾
病
が
な
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
身
体
的
・

心
理
的
・
社
会
的
に
完
全
に

満
足
の
い
く
状
態
で
あ
る
こ

と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
オ
ラ
ン

ダ
の
医
師
フ
ー
バ
ー
氏
ら
に

よ
る
国
際
的
な
研
究
グ
ル
ー

プ
が
２
０
１
１
年
に
、
「
高

齢
化
や
慢
性
疾
患
が
増
え
て

い
る
現
代
に
お
い
て
１
９
４

６
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義
は
望

ま
し
く
な
い
結
果
を
生
む
可

能
性
が
あ
る
」
と
の
懸
念
を

示
し
、
新
た
な
健
康
の
定
義

と
し
て
「
社
会
的
・
身
体
的

・
感
情
的
問
題
に
直
面
し
た

時
に
困
難
な
状
況
に
適
応

し
、
な
ん
と
か
や
り
く
り
し

て
対
処
す
る
能
力
」
を
提
唱

し
た
こ
と
を
挙
げ
、
「
健

康
」
そ
の
も
の
に
関
す
る
意

識
の
変
化
に
も
言
及
し
た
。

　
こ
の
他
、
主
な
死
因
や
疾

病
の
定
義
の
変
遷
を
紹
介
し

た
同
氏
は
「
健
康
の
定
義
が

変
化
す
る
中
で
も
、
生
命
保

険
は
で
き
る
だ
け
幅
広
く
引

き
受
け
る
と
こ
ろ
に
意
義
が

あ
る
。
査
定
は
Ａ
Ｉ
が
や
る

の
で
は
な
く
、
人
の
判
断
が

重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

今
回
の
講
演
に
際
し
て
再
度

認
識
し
た
」
と
述
懐
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
講
習
会

Ｂ
で
は
、
佐
藤
氏
が
「
臨
床

検
査
の
基
礎
か
ら
捉
え
る
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
の
評
価
～
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
現
況
と
今
後

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。

　
同
氏
は
ま
ず
、
臨
床
検
査

の
基
礎
と
し
て
、
診
療
の
流

れ
と
臨
床
検

査
の
位
置
関

係
を
紹
介

し
、
臨
床
検

査
に
は
検
体

検
査
（
血
液

検
査
等
）
と

生
体
検
査

（
心
電
図
検
査
等
）
の
２
種

類
が
あ
る
と
説
明
。
さ
ら

に
、
臨
床
検
査
値
（
基
準

値
）
に
は
基
準
範
囲
と
臨
床

判
断
値
が
あ
り
、
臨
床
判
断

値
に
は
、
カ
ッ
ト
オ
フ
値

（
診
断
閾
値
）
、
治
療
閾

値
、
予
防
医
学
閾
値
が
あ
る

と
し
た
。
カ
ッ
ト
オ
フ
値
と

は
、
特
定
の
病
態
の
鑑
別
、

が
ん
の
あ
る
・
な
し
な
ど
、

検
査
結
果
を
陽
性
と
陰
性
に

２
分
割
す
る
値
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
測
定
法
等
を
紹
介

し
た
。

　
ま
た
、
臨
床
検
査
で
病
期

の
判
定
や
治
療
効
果
判
定
の

指
標
と
な
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
も
、
そ
の
分
類
と

特
性
を
解
説
し
、
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

と
し
て
、
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ

プ
シ
ー
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は

腫
瘍
組
織
切
除
を
用
い
る
こ

と
な
く
、
血
液
や
尿
な
ど
の

体
液
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
腫

瘍
の
状
態
を
解
析
す
る
手
法

の
総
称
で
、
標
的
と
し
て
血

中
循
環
腫
瘍
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
、
マ

イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
、
タ
ン
パ
ク

質
、
ペ
プ
チ
ド
や
代
謝
産
物

等
が
あ
る
。

　
同
氏
は
「
今
後
も
新
し
い

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
や
検
査
技
術

が
出
て
く
る
と
思
う
が
、
そ

れ
と
同
時
に
、
査
定
に
当
た

っ
て
悩
ま
し
い
こ
と
も
出
て

く
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
時

は
一
度
査
定
か
ら
離
れ
て
、

気
分
転
換
を
し
な
が
ら
、
査

定
医
や
他
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

タ
ー
と
協
力
し
て
壁
を
乗
り

越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
21
年
度
資
格
試
験
上
級
合

格
者
表
彰
式
で
は
、
試
験
委

員
の
星
子
敏
郎
氏
（
住
友
生

命
）
が
司
会
を
務
め
、
合
格

者
代
表
と
し
て
、
大
豆
生
田

実
奈
氏
（
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
）
、
長
崎
康
一
氏
（
Ｊ
Ａ

共
済
連
）
、
濱
口
恵
子
氏

（
か
ん
ぽ
生
命
）
の
３
氏
が

登
壇
し
た
。

　
21
年
度
の
資
格
試
験
は
、

初
級
試
験
が
受
検
者
数
８
６

９
人
に
対
し
て
合
格
者
５
８

４
人
、
中
級
試
験
が
受
検
者

数
３
４
３
人
に
対
し
て
合
格

者
２
２
０
人
、
上
級
試
験
は

受
検
者
数
２
５
１
人
に
対
し

て
合
格
者
１
６
６
人
と
な
っ

た
。

　
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
資

格
試
験
を
受
験
し
た
き
っ
か

け
や
初
級
・
中
級
・
上
級
の

各
試
験
で
感
じ
た
こ
と
、
上

級
試
験
が
終
わ
っ
て
挑
戦
し

た
い
こ
と
は
、
と
い
っ
た
質

問
に
代
表
者
が
回
答
し
た
。

　
最
後
に
協
会
事
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
講
習
・
広
報
委
員
の
岡

崎
真
也
氏
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再

保
険
）
が
、
資
格
試
験
の
Ｃ

Ｂ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、
試
験
委

員
長
の
柄
田
直
之
氏
（
ト
ー

ア
再
保
険
）
が
そ
れ
ぞ
れ
紹

介
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
同
協
会

で
は
教
育
講
習
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
切
り
替
え

実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
居
住
地
や
勤
務
場
所
に

関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
ど
こ
か

ら
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
参
加
し
た
会
員
か
ら

は
多
く
の
好
意
的
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
岡

崎
氏
は
、
今
後
も
「
実
務
に

役
立
つ
」
「
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

タ
ー
が
知
っ
て
お
く
べ
き
」

知
識
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
く
方

針
を
明
ら
か
に
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参

加
で
き
る
視
聴
環
境
へ
の
対

応
と
、
安
定
し
た
配
信
の
維

持
に
努
め
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。

　
柄
田
氏
は
、
23
年
２
月
の

試
験
か
ら
、
資
格
試
験
を
Ｃ

Ｂ
Ｔ
化
す
る
方
針
で
あ
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
紙
ベ
ー
ス
の
試
験
に
は
、

「
試
験
日
が
固
定
さ
れ
て
い

る
た
め
受
験
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
」
「
自
然
災
害
等

に
よ
り
試
験
が
延
期
さ
れ
た

場
合
、
再
試
験
に
係
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
再
試
験
会

場
費
用
が
別
途
発
生
す
る
」

「
再
試
験
日
に
よ
っ
て
は
受

験
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
」
と
い
っ
た
点
が
問
題
視

さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
同
協
会
で
は
次
回

試
験
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
を
実
施

す
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
に
よ
っ
て

各
地
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
受
験
者

は
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ
て

受
験
日
時
と
受
験
会
場
を
選

べ
る
た
め
、
受
験
者
の
利
便

性
が
大
幅
に
向
上
す
る
。
自

然
災
害
に
よ
る
試
験
中
止
や

再
試
験
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
と
い
う
。

　
な
お
、
試
験
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
合
わ
せ
て
テ
キ
ス
ト
の

完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
実

施
予
定
だ
と
説
明
し
た
。

資
格
試
験
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
も
報
告

八束氏

中道氏

佐藤氏

第
11
回
年
次
大
会
開
く

日
本
保
険
医
学
会
の
中
道
洋
前
会
長
が
講
演

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
（
八
束
滋
代
表
理
事
）
は
５
月
17

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
学
士
会
館
で
第
11
回
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
会

場
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
同
協
会
の
年
次
大
会
と
し
て
は
初
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
年
次
大
会
で
は
初
と
な
る

イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
部
会
の
発
表
が
行
わ
れ
た
他
、
講
習
会
Ａ
、
講
習
会
Ｂ

と
し
て
、
日
本
保
険
医
学
会
の
中
道
洋
前
会
長
（
第
一
生
命
）
と
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
生
命
の
佐
藤
和
夫
医
長
が
講
師
と
な
り
、
保
険
と
医
療
査
定
の
歴
史
や

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
２
月
の
上
級
資
格
試

験
合
格
者
の
表
彰
式
で
は
、
成
績
優
秀
者
上
位
３
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
会
場
参
加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
者
を
合
わ
せ
る
と
、
１
４
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
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合格者代表によるパネルディスカッション


